
距離測定が簡単にできるウォーキングメジャー

手元でリセット操作
長距離測定に最適
コンパクトに収納
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施工例



施工例
イベント空間への広告＆サイン＆ディスプレイに
最適な貼って剥がせる屋外路面印刷シート

グランシャルシート
国体施工例 ▶▶ ▶▶

茨城国体は1974（昭和49）年 第29回大会以降、45年ぶり2巡

目の開催となります。前回の茨城大会では,茨城県が天皇杯

（男女総合成績第一位）・皇后杯（女子総合成績第一位）を獲

得する輝かしい栄光を納めています。

今大会は「翔べ はばたけ そして未来へ」をスローガンに、茨

城の魅力を発信しながら、スポーツを通して夢と感動を与え

るスポーツの祭典となるよう、「いばらきの魅力を発信　み

んなで作るスポーツの祭典」を基本目標としています。今大

会は9月28日～10月8日の10日間、茨城県の各地で様々な競

技が行われます。

大会日程と開催競技を告知するため、競技会場や駅にグラン

シャルシートが設置されました。屋外路面に貼って剥がせる

グランシャルシートは、短期イベントのPRに最適です。路面

を活用し、効果的な広告やサイン、ディスプレイができます。

　国体は終戦の翌年、1946（昭和21）年に国戦

後の荒廃と混乱の中で、スポーツを通して、国

民に勇気と希望を与えようと開催されたのが

始まりです。第1回大会は戦災を免れた京阪神

地域を中心とした近畿地区大会として行われ

ました。その翌年、地方発の国体となる第2回

国体が石川県で開催されました。

　今でこそ北陸新幹線が開業し、人の往来が

活発になり、賑わいを見せる石川県ですが、72

年前の石川県は「地方の田舎町」。戦火は免れ

たとはいえ、戦後まもなく、設備も十分ではな

い中、期待と不安の大きな大会だったのでは

ないかと思います。

　無事に閉会し、成功を収めた第2回石川県

大会は国体地方開催の大きな希望となりまし

た。もし、この大会が不評に終わり、地方開催

W3000×H2000mm

W4500×H3000mm

国体 地方開催のはじまり

が危ぶまれていたら、今日のように国体はな

かったのかもしれません。そう考えると第2回

石川県大会は国体にとって、ひとつの転機と

なったのではないでしょうか。

　以後、国体は各都道府県で開催され、第3回

福岡県大会からは都道府県対抗となり、天皇

杯・皇后杯が創設されました。

　また、第2回石川県大会より､国体シンボル

マークと大会歌が制定されました。この時に大

会歌として作られたのが「若い力」です。「若い

力」は金沢市内小学校の運動会でを踊るのが

恒例となり、現在も変わらず踊り継がれていま

す。70年以上も受け継がれてきた大会歌が、大

会当時の盛り上がりと初の地方大会の成功を

今に伝えています。
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「若い力」を踊る金沢市内の小学生。金沢市内の小学校が一堂に集まる

連合体育大会でも毎年披露される。
加賀人形をモチーフにした第46回石川大会

(1991年)のマスコット「げんきくん」


